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 世界での日本の美術品の評価は、すこぶる高い。その事実は、日本美術品が他

の世界の芸術品と肩を並べて、ニューヨークのメトロポリタン美術館やロンド

ンの大英博物館、パリのギメ東洋美術館、ひいてはアラブ首長国連邦のアブダビ・

ルーブルに至るまでの、世界の主要美術館や博物館に拠って購入・収蔵された後、

大事に保存管理され、そこを訪れる世界の人々に公開されている事からも十二

分に証明されるだろう。 

その日本美術品の本質は、元来ほとんどが「道具」だという事だ。宗教美術と

掛軸を除いた、例えば屏風は間仕切り、茶碗も硯箱も根付も武具甲冑も実際に

「使う物」で、その「用の美」こそ、日本人が長い間日常生活の場面場面で使用

するものに美を見つけ、加え、慈しんできた物である。 

が、その「用の美」の中にも、使用されなくなるとたちまち生気を失い、乾い

て美を損なってしまう物がある。その代表選手は茶碗と能楽関係の品々で、能面

や能装束・舞扇などは当然「能楽」という舞台芸術で使用される道具であるが、

能楽師の顔や身体との接点を長い間断たれ、舞台を離れてしまうと、その魅力は

半減すると言っても過言ではない。 

その意味で櫻間家に伝わる、14-15 世紀室町期に活躍した龍右衛門作と言われ

る小面(若い女の面)を筆頭に、河内大掾家重や出目家などの江戸時代の能面師が

作った面、或いは唐織や素袍などの装束、また役柄に応じて使われる扇の数々は、

作られた当時から現在まで使われ続けて来ているが故に、制作当時の「用の美」

を時には数百年の間そのまま保持し続けている逸品と言って良い。 

その中でも能面群は、男・女・鬼神面など種類にも富み、状態の良い処も重要

である。舞台上で使われている処も是非見て頂きたい。 
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